
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

December 2020 

10 月のタイ経済回復は前月よりも減速 

► 2020 年 10 月のタイ経済回復は前月よりも減速

しました。輸出の収縮幅が僅かに拡大しまし

た。特に石油価格に連動する商品群、農産物、

農産加工品など前年の輸出額が大きかった物

品の収縮幅が拡大しました。民間消費は、ほぼ

全てのカテゴリーで減少に転じました。また、外

国人旅行者の入国制限により、経済をけん引

する観光業は依然として打撃を受けています。 

 
► 2020 年 11 月の消費者物価の上昇率は、前年

同月比 0.41％縮小し、9 ヶ月連続のマイナス伸

びでした。下落率は 9 月の 0.70％、10 月の

0.50％からさらに縮小しました。その主因とし

て、11 月には需要拡大や干ばつ、洪水の影響

により野菜の価格が上昇したことが挙げられま

した。一方で、振れ幅の大きい生鮮食品とエネ

ルギーを除くコア・インフレ率は同 0.18％の小

幅な上昇で、前月と比べ横ばいでした。 

 

► カシコン・リサーチセンターは、2021 年のタイ経

済成長率を中央値で 2.6%増とした最新の経済

予測を公表しました。今年見通しの 6.7%の収縮

から回復しますが、回復ペースは緩やかなもの

となると想定しています。更に、この予測幅は０

～4.5％増という非常に幅の広い予測になって

います。公共投資の伸びを 6.1％増、政府消費

の伸びを 4％増と見ており、政府部門が引き続

き経済成長を支える鍵となります。 

 

 

2020年10月のタイ経済情報 

タイ中央銀行が発表した2020年10月の重要な経済

指標によると、タイ経済の伸びは前月から減速しまし

た。金を除いた輸出額は前月を上回ったが、前年同

月の反動を受けて下落率は拡大しました。民間消費

に加え、公共支出も予算執行の遅れによりマイナス

に転じました。また、外国人の入国制限により、経済

をけん引する観光業は依然として打撃を受けていま

す。 

10月の民間消費は前年同月比1.1％縮小し、2カ月ぶ

りにマイナス成長となりました。ほぼ全てのカテゴリ

ーで消費は減少に転じました。前月の特別連休によ

る消費増の反動によるもので、耐久財消費は収縮に

転じ、サービス消費は収縮幅が拡大しました。 

一方で、民間投資は前年同月比4.9％縮小しました。 



 

 

 

 

 

  

国内の機械販売が0.6％減となり、商用車の購入は

5.0％減、機械・設備を中心とした資本財の輸入は

15.6％減と下落率が拡大しました。建設認可を受け

た土地の面積が1.0％減となり、建材の販売が0.5％

減で前月から横ばいでした。 

10月の輸出は、前年同月比5.6％減の193億米ドルと

なりました。前月に比べて、収縮幅が僅かに拡大しま

した。特に石油価格に連動する商品群、農産物、農

産加工品など前年の輸出額が大きかった物品の収

縮幅が拡大しました。 

工業生産に関しては、前年同月比0.5％減となり、前

月の2.1％減から顕著に改善しました。設備稼働率は

63.9％でした。 

観光業では、外国人観光客数が前年同月比 100.0％

減となりました。タイ政府は 10 月、タイに最長 270 日

間の滞在が可能となる特別観光査証を取得した外国

人旅行者の受け入れを開始したが、入国者はわず

かでした。 

2020 年 11 月のタイのインフレ率 

商務省が発表した2020年11月のヘッドライン・インフ

レ率は、前年同月比0.41％縮小し、9ヶ月連続のマイ

ナス伸びでした。下落率は9月の0.70％、10月の

0.50％からさらに縮小しました。ヘッドライン・インフレ

の下落率が縮小した主因として、11月には需要拡大

や干ばつ、洪水の影響により野菜の価格が上昇した

ことが挙げられました。また、政府が国民の生活必需

品購入費の半額を補助する「コーペイメント」事業な

ど消費刺激策を実施していることも影響しました。 

品目別にみると、非食品・飲料部門が前年同月比

1.64％低下しました。運輸・通信は、ガソリンの小売

価格の下落により4.18％低下しました。一方で、食

品・飲料部門は前年同月比1.70％増でした。ほぼ全

ての品目が上昇しました。とりわけ、果物・野菜が

7.74％増、肉・魚が3.85％増、調味料が2.46％増とな

りました。 

一方で、振れ幅の大きい生鮮食品とエネルギーを除

くコア・インフレ率は、前年同月比0.18％の小幅な上

昇で、前月と比べ横ばいとなりました。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2021 年のタイの GDP、２．６％成長と予測 

カシコン・リサーチセンターは、2020 年 12 月８日に

2021 年のタイ経済成長率を中央値で 2.6%増とした最

新の経済予測を公表しました。今年見通しの 6.7%の

収縮から回復しますが、回復ペースは緩やかなもの

となると想定しています。更に、この予測幅は０～

4.5％増という非常に幅の広い予測になっています。

公共投資の伸びを 6.1％増、政府消費の伸びを 4％

増と見ており、政府部門が引き続き経済成長を支え

る鍵となります。 

タイ経済成長へ寄与度の大きい物品輸出は、船賃の

上昇を考えると第 1 四半期に不確実性に直面すると

見ています。欧米各国のコロナウィルス感染拡大に 

よる貨物取り扱いの遅れでコンテナが滞留し、コンテ

ナ不足が生じています。その余波でコンテナ運賃が

11 月から高騰を続けています。こうした情勢から景

気回復が失速する可能性もあります。その場合は、

タイ中央銀行が政策金利を 0.25％幅で引き下げ可

能性が出てくると見ています。 

タイの政策金利は今年だけで 3 回の利下げを実施

したことで、現在は過去に例のない年 0.5％の水準

まで下がっています。しかし、タイの景気回復に対す

る下振れリスクを示す兆候がある場合に備えて、政

策金利をもう一段引き下げるのに十分なポリシース

ペースがあると見ています。 

 


